































































































できる力・能力を，文学者 John Keats のことばを借りながら negative capability と呼
ぶ。特に，Unger, FN at 277-312を参照。
⑻　Unger の＜制約のなかの無制約＞という人間本性論については，Unger, Passion, SA
そして RF を参照。最も簡明な紹介は，David Trubek, Programmatic Thought and the 















⑼　Unger 人間本性論における vitality の根本的な位置については，Unger, SA（特に at 146- 
110）; RF（at 341-444）. 
⑽　See generally Unger FN at 83, 216, 347-310. Unger の解釈によれば，世俗の解放思想
















・ ・ ・ ・ ・
味を通す（making sense of the legal 
materials） 思考 ― の２つのモメントである fit と justify を念頭においたカリカチュア
である（See generally Ronald Dworkin, Law’s Empire（1186））。もちろん，理を尽くし




































・ ・ ・ ・
的推論・法












































（2012）が大変有用かつ面白い。本教材は，H.L .A. Hart と Lon Fuller の間で交わされ
た論争 ―“No Vehicles in the Park”の解釈をめぐる日常言語論 vs. 目的論的解釈の論
争 ― を下敷きとした大変優れたものである（ちなみに，紙芝居での解釈の素材は，『こ
の橋，馬は渡るべからず』という立て札である）。Hart/Fuller 論争についての紹介とし
ては，例えば，Pierre Schlag, No Vehicles in the Park, 23 Seattle U. L. Rev. 381 （1111）, 
















考・行為 ― 分析・批判・組立という思考・行為 ― で表現することがも
っとも大切であるというメッセージを届けてゆくことである（17）。
　本稿の寓話は，私たちにそうした適切な知的構えを与える法学の一つが



















































































































































































































































































































































































法自身の理想 ― ここでは“自由”― を支配層の利益に優先して主張することがあ




















































法意識は，しばしば自然的 natural・内在的 immanent・客観的 objective など
の形容詞を冠して観念される秩序としての法ではなく，制度的仕組みとして



















































中 心 観 念 を 使 え ば，そ れ は，法 制 度 が 常 に 批 判 可 能 性・修 正 可 能 性
（corrigibility・revisability）を持っていること，構造の質という観点に置き
㊺　Unger, Passion at 1-11 ; FN at 18-66 ; ST at 88-81. Formative Context 概念の組織論
への応用の試みとして，Frank Blacker, Formative Contexts and Activity Systems: 
Postmodern Approaches to the Management of Change, in Michael Reed and Michael 














































































































































　Cf. 拙稿「Roberto Unger の制度構想の法学についての一試論 ― わが国の文脈（公
私の協働・交錯論）へと接続する試み ― 」岡山大学法学会雑誌第62巻４号（2012）
31-84頁。






















































































































































































































































































































































































































































名辞（ここでは，個人の大切な利益 ― 権利 ― という概念と，この具体的な１つの

























































































































いう J. Rawls の『正議論』のラディカルなテーマを焦点化する Sandel, Justice at 118-
166を参照。 





































































































































































































































するという弁証法こそが法と法学の ― 私たちの存在と思考の ― 力で
ある，ということを知ることにある。
⑸　法・法学を学ぶことの大切な意義の第５は，こうした営為に積極的に参
与することは，知的にとても楽しく・面白く，実践的に大きなインパクト
　三木清「人間の条件について」（『人性論ノート』（新潮文庫））61頁。
241
岡　法（65―３・４）
三八四
1078
を持ち得るということを，周りの人びとと共に実感することにある。
　もちろん Unger 理論の網羅的な論点整理からは程遠いが，以上が，法と法
学を学ぶことの本質・精髄であり，それをまだおぼろげながらであっても知
りながら法と社会に向き合い成長し続けることが，私たち市民の社会構想力
の陶冶・開花の一助になる ― 。これが寓話のテーマとメッセージである。
